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① 

ななこ「私はななこです。」 

 

ななこは子どもの頃からキラキラした都会への憧れがあって、将来は都会へ出るん

だ！と決意していました。 

カワイイものがたくさん！ 

オシャレなものがたくさん！ 

楽しいものがたくさん！ 

ワクワクドキドキがたくさんな都会。 

楽しみで仕方ありませんでした。 

そして大人になったななこは憧れだった都会へお仕事をする為にとうとう引っ越しをし

たのですが… 

 

② 

実際に住んでみるとどうでしょう？ 

都会はとても家賃が高いので、ななこは駅から離れた少し家賃の低い場所を選んで

アパートをかりました。 

家から会社に着くまですごく時間がかかります。 

そして電車の中は人がいっぱい。 

特に朝の電車はみんなが同じ時間に会社に通勤するので、ものすごいたくさん人が

ぎゅうぎゅう詰めになっています。 

ななこは思いました。 

 

③ 

ななこ「あんなにキラキラしたイメージとは違って、実際に住んでみると大変な事がた

くさんあるなぁ。 

仕事も楽しい時もあるけど失敗しちゃってたくさん迷惑かけちゃうし、私には都会の生

活は合っていないのかな。 

無理して続けていて、自分は何をやっているんだろう？ 

こんなにたくさんの人がいるのに、なんだかひとりぼっちみたいだ。」 

 

そしてななこは家族や地元の友達を思い出しました。 

 

④ 



ななこ「家族や地元の友達はみんな、私が都会へ引っ越しをする時寂しそうだったけ

ど応援してくれてた。 

地元にいた時はとても楽しかったなぁ。みんな元気にしているかなぁ。みんなに会いた

いなぁ。」 

 

と、ななこが落ち込んでいるその時！ 

 

⑤ 

ウサピッピ「ジャジャジャジャーン！！！やっほー！こんにちは！ 

僕はななこちゃんの心を元気にするお手伝いをしにやって来た妖精だよ。 

名前はウサピッピ！よろしくね！」 

 

⑥ 

ななこは変なのがいきなり目の前に現れてビックリして固まってしまいました。 

 

ななこ「え！これは夢ですか？現実ですか？私最近疲れていたし、 

色々考え過ぎていたせいで変な夢でもみているのかもしれない。。。！！！」 

 

と考えていると。。。 

 

⑦ 

ウサピッピ「夢なんかじゃないさ！」 

 

とウサピッピは話し出しました。 

 

ウサピッピ「僕はななこちゃんを別の世界でいつも見守っている妖精だよ。ピンチな時

はこうやって姿を現わすんだ。 

ななこちゃんの心が今とても疲れているから、僕の出番ってわけさ！」 

 

そしてウサピッピは真剣にこう言いました。 

 

ウサピッピ「ななこちゃん、どうして無理してこの生活を続けているの？ 

我慢したり無理する事をずっと続けていると心も身体も壊れてしまうよ？ 

何かに挑戦するという事はとても良い事だけど、”やめる、引き返す”という事もとても

大事なんだよ。 

むしろそっちの方が勇気がいる時がある。ななこちゃんのそれは今かもしれない。 



それが出来なくて心も身体も壊れちゃう人がいるんだ。 

ななこちゃんは都会へ出て来てたくさんの経験をしたよね？その経験は地元で発揮

出来ると思うんだ。 

地元に戻ったって良いんだよ？むしろみんな大歓迎だよ！ 

自分の心にちゃんと向き合って、自分を大切にしてね。」 

 

ななこは肩の力が抜けてスッと心が軽くなりました。 

 

⑧ 

ななこは決めました。都会での仕事を辞める事、そして地元へ帰る事。 

家族や友達にその事を伝えると、みんなすごく喜んでくれました。 

そして飛行機で地元に帰って来たななこをお父さんとお母さんが迎えに来てくれまし

た。 

 

お父さん「お帰り。よく戻って来てくれたね。」 

 

とお父さん。 

 

お母さん「ななこ、お帰り。」 

 

とお母さん。 

 

ななこ「お父さん、お母さん、ただいま！」 

 

⑨ 

ななこは都会で経験して来た事を活かしながら地元でたくさん活躍しました。 

活き活きしたななこを見た周りの人は笑顔になって、それを見た自分もまた笑顔にな

って、 

そしてその笑顔を見た周りの人達がまた笑顔になる。 

地元の温かい繋がりがななこの心を幸せにしていきました。 

 

⑩ 

そうしてななこは地元で素敵な出会いがあり結婚をして、かわいい男の子が生まれま

した。 

 

ななこ「こんな良い環境でのびのび子育てが出来るのって幸せだなぁ！」 



 

とななこが言うと、旦那さんが(←ななこの夫はでも) 

 

旦那さん「ななこがこっちに帰って来てくれて良かった。ありがとう。」 

 

と言ってくれました。 

 

やめる、引き返す事は実は始める事より難しい事があります。 

やめたら家族が心配するんじゃないか、ガッカリするんじゃないか、 

かっこ悪いんじゃないかなど色々考えてしまうかもしれませんが、 

自分を想ってくれている家族や友達が一番心配しているのは心と身体の健康です。 

自分が幸せでいる事が一番大事な事です。 

もし、いつか都会に出てしんどくなった時はいつでも地元に帰っておいでね。 

 


